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手術手技に連動 した D S A に よる術中の即 時的な

観察と評価が最 も重要で あると考え られる .

3 7 　 未 破 裂 脳 動 脈 瘤 ク リ ッ ピ ン グ 術 に お け る 術 中

運動誘発脊髄電位（M E P）モニタリング

山 崎 貴 明 ・ 佐 々 木 雄 彦 ・ 上 山 憲 司

大 里 俊 明 ・ 安 斉 公 雄 ・ 及 川 光 照

中川原譲二・中村博彦

中村記念病院脳神経外科

【目的】 未破裂脳動脈癌ク リ ッ ピ ン グ術 に おけ

る
一

時血行遮断に伴う虚 血, 手術操作によ る血管

の 狭窄, 閉塞等を原因とする術後運動機能障害を

防止する目的で
, 術中運動誘発脊髄電位 ( M E P)

モ ニ タ リ ン グを施行 し, その 手技および有用性に

つ き報告する .

【方法】 対象は中大脳動脈癌, 内頚動脈癌, 前夫

脳動脈癌の 7 症例で,
レ ン ズ核線状体動脈 , 前脈

絡叢動 脈近傍に 手術操作 が及 ぶ もの を対象と し

た
. M E P 記録電極は全身麻酔導入前, 座位にて

,

第 6
, 第 7 頚椎聞か ら頚髄硬膜外腔第2 頚椎レ ベ

ル を上端に , 5 極 の 硬膜外カ テ ー テ ル 電極を留置

した
. 全身麻酔下 に通常の 前頭側頭開頭を行い動

脈 癌近傍まで到達 した ところで S E P に て N 2 0 成

分の p h as e r e v e r s al を記録し
, 中心溝を同定 した .

p r e c e n t r al g y r u s に沿 っ て 4 極 の 皮質刺激電極 を

設置 し
, 双極矩形波単 一 刺激を行 い M E P を記録

した
.

【結果】7 例中 6 例で低体温麻酔下 も含め
, 安定

した モ ニ タ リ ン グ が可能で あ っ た
. 1 例 で

一

時血

行遮断時に M E P の 振幅が消失 し
, 遮断解除にて

回復を示 した . また 1 例で動脈癌 へ の 手術操作に

より M E P 振幅の 低下を認め た が
, 脳ベ ラ の 庄排

の解除により回復を認め た . 全例にて術後運動機

能障害は認め なか っ た
.

【結語】 運動誘発電位は 皮質運動野の 異常 の み

ならず, 前脈絡叢動脈,
レ ン ズ核線条体動脈 の血

流不全 による内包近傍の 異常も捉える こ とがで き

るた め, 脳動脈癌 クリ ッ ピ ン グ術にお ける術中運

動機能モ ニ タ リ ン グ と して応用可能で ある と考え

られ た .

3 8 　 パ ー キ ン ソ ン 病 の p a i n f u l  d y s t o n i a に対す

る視床下核刺激術の有用性

安 藤 肇 史 ・ 仁 村 太 郎 ・ 冨 永 悌 二 *

国立宮城病院脳神経外科
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*

p ai n f ul d y st o ni a を有 し た パ ー キ ン ソ ン病に視

床下核刺激術を行い有用で あ っ た 2 例を経験 した

の で報告する.

〔症例 1〕 7 3 歳女性. 主訴は左足指の 痔痛. ヤ
ー

ル 分類 4 の 進行 パ ー キ ン ソ ン病で あり, 患者は動

けな い 事は受容して い たが , 激 し い痔痛の改善を

希望 して い た . 痔痛の 原因は ジ ス ト ニ ア によ るも

の であり, 種々の 内科的治療が無効の ため右視床

下核刺激術 を行 っ た
. 術後ジ ス ト ニ ア は 著滅 し,

それ に伴い 痔痛もほぼ消失 した
.

しか し
,

ジ ス ト

ニ アを視診上ほ とんど認め ない が痔痛を訴える時

間帯が存在 した .
こ の 痛み は乳糖で改善するも の

でり, 病悩期間が長期 に及 んだた めの 精神的なも

の と考えられた . 術後 6 ケ 月, 手術の 効果 は継続

して い る .

〔症例 2〕 69 歳男性. 主訴は左下肢の 痔痛. 以前

に左 の 淡蒼球凝固術を行 っ て い る ため右 の 固縮は

軽度 だが
, 左 に強 い 固縮を認 めた

. 痔痛は d r u g

o ff 時に 出現 し
, 特に左足 指に は ジ ス ト ニ ア を伴

っ て い た . 無動,
w e ari n g o ff の症状も目立 つ ため

あえて 両側 の 視床下核刺激術を行 っ た . 術後に 固

柿,
ジ ス ト ニ ア の 改善と ともに痔痛は消失, 現在

まで効果 は持続 して い る. ジ ス ト ニ ア に対する手

術は淡蒼球手術が 一 般的で ある が, 今回の 2 症例

は視床下核刺激術を行 っ た .
パ ー キ ン ソ ン病に伴

う ジ ス ト ニ ア に は硯床下核刺激術も有 効で あ る

と考えられ た .

3 9 　 片 麻 痺 性 偏 頭 痛 の 2 例

勝 村 浩 敏 ・ 中 川 敬 夫 *
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福井大学医学部脳脊髄神経外科学 *

片麻疹性偏頭痛の 2 症例 に つ い て 報告する .

〔症例 1〕 3 9 才, 男性. 1 2 年前に頭痛, 左半身の

しびれ出現 し
, 数日で軽快 した . 数年前より, 眼


